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研究成果の概要（和文）：　大学教育において、授業１回目のために学習者の反応を想定した授業方針（セルフ・ナビ
ゲーションシート）を記述し、ベテラン教員に不足や偏りの指導を受ける（ナビゲーションシート）。そして、授業の
終了時に、学習者が記述した「受講者自己評価シート」から学習者特性を把握し、授業を振り返り（リフレクションシ
ート）、授業2回目のための方針（セルフ・ナビゲーションシート）を記述する。
　これらを15回の授業で繰り返すことで、教員は学習状況に対する偏った見方や不適切な判断、強すぎる思い入れなど
をしないように、ベテラン教員の力を借りながら自分自身をナビゲートするという教育力向上に有用な授業改善システ
ムを開発した。

研究成果の概要（英文）： We developed the system for the class design and teaching improvement in higher e
ducation based on reflective navigation strategy. The system consists of such three types of sheets as "Se
lf-Navigation-Sheet", "Navigation-Sheet" and "Reflection-Sheet". Teachers use these sheets in every class 
lesson. By utilization of these sheets, teachers can navigate themselves in their educational activities a
nd improve their educational skills.
 Before beginning of the first class lesson, teachers describe their teaching policy in Self-Navigation-Sh
eets conjecturing the reactions from the students. The directors check the Self-Navigation-Sheets from the
 teachers, point out the problems, and describe the advices in Navigation-Sheet for the teachers. Teachers
 check the Self-Evaluation-Sheets from the students, and describe the reflection on the class lesson in th
e Reflection-Sheets. Teachers draw up the policy and the plan for the next class lesson, and describe them
 in the Self-Navigation-Sheets.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
筆者らはH19年～H21年に基盤研究(C)(一般)

「ナビゲーション戦略に基づく情報教育のた

めの授業設計法の開発」(研究代表者：横山宏、

課題番号19500833)で、5種類のシート（総合シ

ート，科目目標設定シート，科目デザイン項目

シート(8項目編)，シラバスシート，授業スケ

ジュールシート）で教員自身が授業デザインで

の内なる思いを外化し、それによって自身のデ

ザイン力が向上できるというシートベースデ

ザインの手法（以下SBDと略す）を開発し、授

業実践を行なってきた。 

そして、それらの中から、授業改善には、学

習者の「気分、授業へ参加意識、授業への準備、

授業への期待など」の状態の考慮が重要である

ことが分かり、学生自身を起点とした「学ぶ・

身に付ける」という意識を持つこと、すなわち

「学生の責任、学生の関心、学生の満足感、学

生の学習のデザイン、学生の毎回の学習の心構

え、学生の自己評価シートの使い方」を意識す

ることが重要だと気がついた。そしてより良い

授業デザインのためには、毎回の授業終了時に

学習者の状態を把握し、それらを取り入れた授

業のリフレクションを毎回授業終了時に速や

かに行なうことが必要であると考え、それを実

現するための工夫したシートの開発が不可欠

だと判断するに至った。 

 

２．研究の目的 

学士力で求められる学習成果をあげるため

には、大学教員の教育力の向上が不可欠と考え、

経験の浅い教員にはナビゲーション（現状・目

標・道筋・やり方の道案内）が必要である。ナ

ビゲーションには、セルフ・ナビゲーションと

ナビゲータによるナビゲーションの2つの方法

があり、どちらも必要である。 

セルフ・ナビゲーションは、リフレクション

と情報と先見性が必要である。リフレクション

は、情報を基に気づき、チェック、修正する心

構えである。情報は、学習者の自己評価で記入

された学習者の状態（気分、授業へ参加意識、

授業への準備、授業への期待、授業への満足度、

授業のやる気、座席位置など）から得られる。

先見性は、筆者らが開発した SBD（前述）と新

たなパラダイムシフト（「教えるから学ぶへ」）

で得られる。このようなセルフ・ナビゲーショ

ンは大学教員に向いている。ナビゲータによる

ナビゲーションは、先輩教員がナビゲータとな

り後輩・若手教員をナビゲーションするもので

ある。本研究ではこれらの2つを授業デザイン

の場で実現し、教育力の向上に寄与しようとす

るものである。 

図１に本研究のコンセプトを示す。まず、前

述したSBDにより、授業デザインを行なう。次

に、授業１回目のために学習者の反応をいろい

ろ想定した授業方針（セルフ・ナビゲーション

シート）を記述し、ベテラン教員にメールやWeb

で送る。ベテラン教員は、内容の不足や偏りが

ないかなどを検討し適切な指導を返す（ナビゲ

ーションシート）。授業の終了時には、学習者

が記述した「受講者自己評価シート」から教員

は学習者の状態を把握し、それらを用いて授業

を振り返り（リフレクションシート）、2回目

の授業のための授業方針（セルフ・ナビゲーシ

ョンシート）を記述し、さらにそれらベテラン

教員に送り指導を受ける。 

これらを15回の授業で繰り返すことで、教員

は学習状況に対する偏った見方や不適切な判

断、強すぎる思い入れなどをしないように先輩

教員の力を借りながら、自分自身をナビゲート

することで、教育力を向上させることが可能と

なると考える。 

特に、受講者自己評価シートは、図２に示す

ように、授業開始時と終了時での「気分、授業

へ参加意識、授業への準備、授業への期待、授

業への満足度、授業のやる気、座席位置など」

を記入するもので、学習者の学習姿勢に対する

自己管理力の向上にも寄与できるものと考え

ている。現在の案は紙媒体式であるが、電子媒

体式も検討している。 



図１ リフレクティブ・ナビゲーション戦略に基づく
授業デザインと授業改善システムのコンセ
プト 

図２ 受講者自己評価シート 
  

３．研究の方法 

本研究では、企業（含む OB）や大学で教育

関連の人材育成に携わる 18 名（平成 23 年度

の開始時）で研究組織を構成した。 

１年目に、学習者の授業時の状態を把握す

る「受講者自己評価シート」を構成する調査項

目とした「気分、授業へ参加意識、授業への

準備、授業への期待、授業への満足度、授業

のやる気、座席位置など」での把握状況を確

認・検証するために、プレ調査シートを開発

し、プレ授業実践、プレ分析手法を定め、そ

れらを用いた授業実践を研究協力者が勤める

大学および本研究の賛同者らの勤務校で行

なった。これらによって「受講者自己評価シ

ート」の手法を確立した。さらに、データの分

析手法の数理的解法も検討した。 

2年目に、把握した学習者の授業時の状態を、

工夫したシート類で次回・次期の授業デザイ

ンに取り込む方法をシステム化し、授業実践

を行ない、取り込みの効果を検証した。 

3 年目の最終年に開発した一連の手法の評

価を行ない、授業デザインと授業改善システ

ムとしてまとめた。そして、今後、成果を各

種学協会やWeb等で広く社会にも公開してい

く。 

 

４．研究成果 

(1) 受講者自己評価シート 

 H23年度に学習者の「気分、授業へ参加意識、

授業への準備、授業への期待など」の状態を

把握する「受講者自己評価シート」を開発し

た（図２参照）。それを用いたプレ調査を実

施し、本シートによる学習者状態の把握の実

践性を確認した。 

 具体的な成果としては、筆者らの先行研究

で開発済みの教員視点からの調査シート「授

業における体調・やる気・満足度の自己評価」

を改良した。これに加えて、今日のユニバー

サルアクセス時代の学習者状況を踏まえて、

「学生の考える学生が教員に伝えたいこと」

に重きを置いた「学生視点」から導き出した6

つ質問項目（気分，授業への参加意識，授業

への準備と結果，授業への期待と結果，授業

内容に対する満足度，座席位置と選択の理由）

を用いて、「授業への気分・準備調査シート」

を開発し、これを「受講者自己評価シート」と

して位置づけた。 

 特に「授業への気分・準備調査シート」で

は、授業形態や学習環境などの使用状況に応

じて使い分けを可能にするために、記入内容

別に3つのタイプ（「予復型」，「手段型」，

「回顧型」）と，データ読み取り別に2つの記

入形式（「番号記入形式」，「マークシート

形式」）を考案した。記入内容別の3つタイプ

は，①授業への準備内容が単に「予習または

開始

時

終了

時

開始

時

終了

時
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　図２　 受講者自己評価シート

6.座席位

置記入

座席位置を選択
した１番の理由
のコメント記入欄

о　アンケートにご協力ありがとうございました。いただいたデータは研究の
み使用し、個人名をつけて外部への公開などは行ないません。

①　１.気分、2.授業への参加意識、3.授業への準備、4.授業への期待、5.
授業への満足は、それぞれの選択肢の番号を記入してください。

②　開始時と終了時の区分があるものは、授業開始時の欄と授業終了時
の欄に、それぞれの選択肢の番号を記入してください。

③　４状態の欄は、やる気の４つの状態のうち、どの状態だったかを授業
開始時の欄と授業終了時の欄に、それぞれマークしてください。

④　記入した内容は成績には一切関係しません。

①満足でき。
②少し満足し
た。

о

②少し良かっ
た。

③普通だっ
た。

о
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４
状
態
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コメント欄

教卓に向ってあなたの座席位置が左側から３番目であればX3と記入して下さい。次にあ
なたの座席位置が前から数えて４番目であればY４と記入して下さい。

④その他。

／
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た。

④その他。
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終了時

   男　・　女  ・　回答しない  

①良い。

3. 授 業
への準
備

開始時

終了時

②少し役に
立つはず。

③少し役に立
たないかも。

②少し役に
立った。

②少し役に
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た。
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かった。
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①役に立った。

②少し良い。 ③普通。 ④少し悪い。 ⑤悪い。



復習をしたのか」、②準備手段に何を用いた

のか、③準備の内容については触れず、準備

の有用性についてどうだったのか（準備が役

立ったかどうかなど）である。 

 これらの2種類のシートを3大学10科目で使

用しデータを取得し、それらのデータ分析の

結果を報告した。 

 

(2) セルフ・ナビゲーションシート 

「受講者自己評価シート」から把握した学習

者の授業時の状態を教員（科目担当者）の授

業プランに取り込むために、あらたに「教案

シート」を開発し、これを「セルフ・ナビゲ

ーションシート」として位置づけた。これは、

授業全体の教案・指導方針の記載を基本とし

ている。科目の位置づけ、到達目標、評価方

法についてはシラバス（SBD）でデザインして

いるためここでは記述しない。このシートに

はシラバス（SBD）に沿って、時間配分、準備

物・使用機材、内容や手順といった計画を記

入する（図３の左側半分を参照）。 

 

(3) ナビゲーションシート 

 教員（科目担当者）が記述した「セルフ・

ナビゲーションシート」をナビゲータ役のベ

テラン教員に見てもらい、内容についての不

足や偏りについてアドバイスをもらう。その

内容は、「セルフ・ナビゲーションシート」

に朱書きであったり、別紙コメント表であっ

たりする。これをまとめたものを「ナビゲー

ションシート」として位置づけた。 

 

(4) リフレクションシート 

 授業の終了時に、教員（科目担当者）が授

業中に学生の理解度を確認して修正した点

や気づいたことに加え、学習が記入した「受

講者自己評価シート」の内容をチェックし、学

習者の学習意欲や理解・満足の度合、コメン

トなどから、気になる学生や個人指導を行な

うべき学生をリストアップしたり、授業のペ

ース、使用した教材、補足すべき内容や新し

い内容、説明方法や時間を再考する。これら

を次の授業に方針に活かすために、「セルフ・

ナビゲーションシート」と同一用紙の右側に

配置された欄に記述する。この部分を「リフ

レクションシート」として位置づけた（図３

の右側半分を参照）。 

 

図 3 セルフ・ナビゲーションシート（図の左側の授業前記入欄）とリフレクションシート 
    （図の右側の授業後記入欄） 



(5) リフレクティブ・ナビゲーション戦略に

基づく授業デザインと授業改善 

開発したシートの記述セットにして 15 回

分の授業で繰り返すことで、教員は学習状況

に対する偏った見方や不適切な判断、強すぎ

る思い入れなどをしないように、ベテラン教

員の力を借りながら自分自身をナビゲート

することができ、教育力向上に役立と考えら

れる。これらのことを、研究協力者らととも

に、授業実践で得られたデータ分析から結論

づけ、論文に投稿した（論文①④参照）。 

また、「教案シート」に基づく多人数型の

授業における個別指導などの授業実践アイデ

ィアを研究協力者とともに国際学会で発表し

た。さらにその成果を踏まえた研究内容で、

研究協力者の博士号（情報学）取得に貢献し

た（研究協力者：稲浦綾、博士（情報学）、

2013年3月大阪電気通信大学）。 
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